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古田島康理事長以下　11　名

議題 1.第6回JVAフェスタ2018、第13回JVA賞　検討
●第1回ＪＶＡフェスタ2008開催より10年を迎えた今年、第6回ＪＶＡフェスタ2018を11月に開催いたします。

・JVA賞応募要項の検討。
第1回以来、映像美術を一般の方々にご理解、認知頂き、また私たちと共に仕事をする皆様に再認識して頂くことなどを目的とし

サイズをA2からA1へ、厚み5ｍｍ以内のスチレンボードあるいは立体物W1200H1800D600ｍｍ以内とする。
過去5回、様々な催しを考え実施して参りました。ＪＶＡフェスタ2018は引き続き、より一層の映像美術への理解が深まることを念頭

応募締め切りを仮に10月5日とする。とにかく応募作品をたくさん集めたい。映像もOK。紛失や会場でのケガに備え
に置き、

責任の所在を考慮すべき。保険を掛ける、出展者の同意書が必要か。よくイベントを行われているNHKさんに確認を

取ってみる。応募要項についてのホームページを修正する。

をテーマに、ＪＶＡフェスタ2016同様、調布市文化会館たづくりの複数の施設をお借りして開催いたします。 ・パンフレット、広告について。

毎月、フェスタ・JVA賞についてご紹介しますので、ご協力、ご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 スペースの配置をもっと考えるべき。名刺広告があってもいいのでは。会員社への案内等、前回のサンプルを見たい。

案内、協力金、広告等をまとめる。総会を利用してアピールしたい。

・たづくりでの会場の件。

●第13回JVA賞の応募要項がまとまりました。 モニターの使用OK。会社説明会を行うのもOK。会議室の使用OK。

後程、正式には会員社の皆様、関係各所に配布いたしますが、早々に月報にて、ご報告いたします。 2.来期予算検討

たくさんの応募を、是非お願いしたいと思っておりますので、万障お繰り合わせの上、何卒よろしくお願い申し上げます。 ・予備費が前年度より出てくる。どう予算組みするか。フェスタの予算とのすり合わせも必要。最終的に財務担当の

応募対象 会員社、制作会社、一般（個人、学生） 専務理事が予算案を総会前にまとめる。

応募方法 自薦、他薦いずれも可。 ・事業委員会の行事として、新歌舞伎座のバックステージツアーどうか。9月以降1回20名、2班程度のツアーができそう。
応募用紙に記入の上、郵送等にて事務局まで送付のこと。立体物は現地へお願いします。
（応募用紙はｗｅｂサイトからダウンロードしてください） 3.その他

サイズ Ａ1サイズ、厚み5ｍｍ以内のスチレンボード1枚あるいは立体物Ｗ1200Ｈ1800Ｄ600ｍｍ以内のもの。 ・7月の総会懇親会において長澤　前事務局長の写真と経歴を展示してはどうか。
作品の説明・アピールポイントを必ず添付のこと。
尚、肖像権・著作権などの処理をクリアされたもの。映像機器等は自己手配のこと。

審査及び展示 第6回ＪＶＡフェスタ2018会場にて行う。

展示会場 調布市文化会館たづくり ●訃報　

表彰作品 ①ＪＶＡ大賞 ②デザイン制作部門賞 ③美術製作部門賞 元事務局長　荒木　明氏
④技術開発部門賞 ⑤その他部門賞 ⑥大衆賞

謹んでお悔やみ申し上げます。
表彰式 平成30年12月　年末大懇親会席上にて行う。

●次回、4月定例理事会は2018年4月11日（水）15：00より事務局にて開催いたします。
審査員 小池晴二・北川れい子・土屋茂昭・三原康博・山根恵子・渡邊恒一（敬称略）

出展料 1作品　5,000円　（学生3,000円）

応募締切 平成30年10月5日を予定。

定例理事会報告

広報委員会/事務局からのお知らせ

第13回JVA賞　応募要項について
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第6回JVAフェスタ2018　開催！

《観て（見て）・触れて・感じる　映像美術！》


